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年度を跨ぐ際の組織的・計画的な検証・改善

「学校の教育目標」の設定・実現のために、「カリキュラム・マネジメントの３側面」と「家庭・地域の意向を踏まえた」計画性が必要です。

「カリキュラム・マネジメントの３つの側面」で教育課程を再編成



1枚目スライド右端の「予定」赤枠を計画的に実行

「学校」は1年間の実践から、児童・

生徒の課題を洗い出し、課題解決
に向けた次期「学校の教育目標」
（学校評価の4点セット）の案を作成
し、ブラッシュ・アップを行う。

「保護者・地域」は、学校からの説明
を基に、4点セットの家庭・地域の

「取組指標」が効果的に実施できる
よう主体的に参画する。


